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１  はじめに 

武 蔵 野 市 では、良 好 な都 市 環 境 の形 成 を図 るため、以 下 の７ つの法 規 等 に照 らし、

都 市 計 画 に生 産 緑 地 地 区 を定 めます。 

 

① 都 市 計 画 法 （ 以 下 「 都 計 法 」 という。）  

② 生 産 緑 地 法 （ 以 下 「 法 」 という。）  

③ 生 産 緑 地 法 施 行 令 （ 以 下 「 施 行 令 」 という。）  

④ 生 産 緑 地 法 施 行 規 則 （ 以 下 「 施 行 規 則 」 という。）  

⑤ 武 蔵 野 市 生 産 緑 地 地 区 の指 定 に関 する条 例 （ 以 下 「 条 例 」 という。）  

⑥ 武 蔵 野 市 生 産 緑 地 地 区 の指 定 に関 する基 準 （ 以 下 「 基 準 」 という。）  

⑦ 武 蔵 野 市 生 産 緑 地 地 区 の指 定 に関 する基 準 細 則 （ 以 下 「 細 則 」 という。）  

 

 

２  用 語 の説 明  

(1)  生 産 緑 地 …生 産 緑 地 地 区 の区 域 内 の土 地 又 は森 林 をいいます。 ＜ 法 第 ２

条 第 ３ 号 ＞  

 

(2)  農 地 等 …現 に農 業 の用 に供 されている農 地 もしくは採 草 放 牧 地 、現 に林 業 の

用 に供 されている 森 林 または現 に漁 業 の用 に供 されている池 沼 （ こ れらに隣

接 し、かつ、これらと一 体 となって農 林 漁 業 の用 に供 されている農 業 用 道 路 、

農 業 用 水 路 と法 第 ８ 条 第 ２ 項 の 規 定 によ り 設 置 ま たは 管 理 に 係 る 行 為 が

許 可 された施 設 （ ※ ） の立 地 する土 地 を含 む。） をいい、一 時 的 に耕 作 を行

っていないが、容 易 に耕 作 の用 に供 する ことができる ものを含 むものとします。 

＜ 法 第 ２ 条 第 １ 号 ＞ ＜ 基 準 第 ２ 条 ＞  

 

  ※  ・  農 林 漁 業 を 営 む た め に 必 要 と な る ビ ニ ー ル ハ ウ ス 、 農 材 具 等 の 収 納 施

設 、 休 憩 所 等  

 ・  生 産 緑 地 の 保 全 に 著 し い 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が な く 、 か つ 、 生 産 緑 地

に お け る 農 林 漁 業 の 安 定 的 な 継 続 に 資 す る も の と し て 基 準 に 適 合 す る

農 家 レ ス ト ラ ン 、 直 売 所 等  

 ・  市 民 農 園 （ 特 定 農 地 貸 付 け に 関 す る 農 地 法 等 の 特 例 に 関 す る 法 律 第 ２

条 第 ２ 項 に 規 定 す る 特 定 農 地 貸 付 け の 用 に 供 さ れ て い る 農 地 等 を い う

＜ 基 準 第 ６ 条 ＞ 。） に 係 る 講 習 室 、 管 理 事 務 所 等  
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(3)  公 共 施 設 等 …公 園 、緑 地 その他 の政 令 で定 める 公 共 の用 に供 する 施 設 と学

校 、病 院 その他 の公 益 性 が高 いと認 められる施 設 で政 令 で定 める もの（ ※ ）

をいいます。 ＜ 法 第 ２ 条 第 ２ 号 ＞  
 
  ※  ＜ 施 行 令 第 １ 条 ＞  

・  都 計 法 第 ４ 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 都 市 計 画 施 設  

・  土 地 収 用 法 第 ３ 条 各 号（ 第 29 号 と 第 29 号 の ２ を 除 く 。）に 掲 げ る 施 設  

・  土 地 収 用 法 第 ３ 条 第 29 号 に 掲 げ る 公 園 事 業 に 係 る 施 設  
 

(4)  多 目 的 保 留 地 …公 共 施 設 等 の敷 地 の用 に供 することができる土 地 をいい、地

区 計 画 等 （ 都 計 法 第 ４ 条 第 ９ 項 に規 定 する 地 区 計 画 等 をいう。） に定 めら

れた地 区 施 設 （ 同 法 第 12 条 の５ 第 ２ 項 第 １ 号 に規 定 する地 区 施 設 をい

う。） の敷 地 の用 に供 することができる土 地 を含 むものとします。 ＜ 条 例 第 ３

条 ＞ ＜ 基 準 第 ５ 条 ＞  

 

 

３  基 本 方 針  ＜ 条 例 第 ３ 条 ＞  

  都 市 計 画 に生 産 緑 地 地 区 を定 めるにあたっては、次 に掲 げる事 項 を基 本 方 針 とし

ます。 

 

(1)  緑 地 としての機 能 に優 れ、かつ、多 目 的 保 留 地 として適 している農 地 等 の区 域

について、都 市 計 画 に生 産 緑 地 地 区 を定 めることによりその農 地 等 を計 画 的 に保

全 すること。 

 

(2)  市 内 においては、密 度 の高 い市 街 地 が形 成 され、緑 豊 かな住 環 境 の形 成 に資

する 農 地 等 が減 少 しつ つある 状 況 を 勘 案 し、積 極 的 に生 産 緑 地 地 区 を 定 めるこ

と。 
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４  生 産 緑 地 地 区 を定 めることができる区 域 の条 件  

  市 街 化 区 域 内 にある農 地 等 で、次 の(1)～ (4 )に掲 げる条 件 （ 以 下 「 指 定 条 件 」 と

いう＜ 基 準 第 ６ 条 ＞ 。 ） に該 当 する一 団 のものの区 域 （ 地 形 的 なまとまりを有 する農

地 等 の区 域 とする＜ 細 則 第 ２ 条 第 １ 項 ＞ 。 ） について、都 市 計 画 に生 産 緑 地 地 区

を定 めることができます。 

 

(1)  公 害 又 は災 害 の防 止 、農 業 と調 和 した都 市 環 境 の保 全 等 良 好 な生 活 環 境 の

確 保 に相 当 の効 用 があり、かつ、公 共 施 設 等 の敷 地 の用 に供 する土 地 として適 し

ているものであること。 ＜ 法 第 ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 ＞  

 

(2)  300 ㎡ 以 上 （ 土 地 登 記 簿 に 記 載 さ れ てい る 面 積 ま た は 実 測 図 によ る 面 積 が

300 ㎡以 上 であることとする＜ 基 準 第 ４ 条 第 １ 項 ＞ 。 ） の規 模 の区 域 であること。 

＜ 条 例 第 ４ 条 ＞  

 

(3 )  用 排 水 そ の 他 の 状 況 を 勘 案 し て 農 業 の 継 続 が 可 能 な 条 件 を 備 え て い

る と 認 め ら れ る も の で あ る こ と 。  ＜ 法 第 ３ 条 第 １ 項 第 ３ 号 ＞  

 

(4 )  相 当 の 期 間 に わ た っ て 農 業 経 営 等 の 継 続 が 期 待 で き る と 農 業 委 員 会

が 認 め る も の で あ る こ と 。  ＜ 基 準 第 ３ 条 ＞  

 

※ １  一 団 の 農 地 等 の 区 域 内 に 道 路 、 通 路 、 水 路 そ の 他 こ れ ら に 準 ず る も の （ 農

業 用 の も の を 除 く 。以 下「 道 路 等 」と い う 。）が 存 す る 場 合 に あ っ て は 、そ の

道 路 等 の 幅 員 が ６ ｍ 以 下 で あ り 、 か つ 、 そ の 区 域 と 道 路 等 と が 物 理 的 に 一 体

性 を 有 し て い る と 市 長 が 認 め る と き は 、 そ の 区 域 を 一 団 の 農 地 等 の 区 域 と し

て 取 り 扱 う こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 そ の 道 路 等 は 、 生 産 緑 地 地 区

の 面 積 に 含 ま な い も の と す る 。  ＜ 細 則 第 ２ 条 第 ２ 項 ＞  

 

※ ２  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 一 の 街 区 又 は 隣 接 す る 街 区 に 存 在 す る 複 数 の

農 地 等 が 、 一 体 と し て 緑 地 機 能 を 果 た す こ と に よ り 、 良 好 な 都 市 環 境 の 形 成

に 資 す る 場 合 に は 、 物 理 的 な 一 体 性 を 有 し て い な い も の に つ い て も 、 一 団 の

農 地 等 の 区 域 と し て 生 産 緑 地 地 区 を 定 め る こ と が で き る 。こ の 場 合 に お い て 、

一 団 の 農 地 等 の 区 域 を 構 成 す る 個 々 の 農 地 等 の 面 積 に つ い て は 、 １ ０ ０ 平 方

メ ー ト ル 程 度 を 下 限 と す る 。  ＜ 細 則 第 ２ 条 第 ３ 項 ＞  

 

※ ３  一 団 の 農 地 等 の 区 域 内 に 存 す る 農 地 等 は 、 原 則 と し て 、 建 築 基 準 法 第 43

条 第 １ 項 に 規 定 す る 道 路 に ２ ｍ 以 上 接 す る も の と す る 。 た だ し 、 そ の 農 地 等

が そ の 道 路 に ２ ｍ 以 上 接 す る こ と が で き な い と き は 、 そ の 農 地 等 を 含 む 一 団

の 区 域 と し て ２ ｍ 以 上 接 し な け れ ば な ら な い 。  ＜ 細 則 第 ２ 条 第 ４ 項 ＞  

 

※ ４  一 団 の 農 地 等 の 区 域 の 周 辺 ま た は そ の 内 部 に は 、 原 則 と し て 垣 、 柵 等 を 設

置 し て は な ら な い 。 た だ し 、 や む を 得 ず 、 垣 、 柵 等 を 設 置 す る 場 合 は 、 外 部
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か ら 容 易 に 見 通 す こ と が で き る よ う に し な け れ ば な ら な い 。 ＜ 細 則 第 ２ 条 第

５ 項 ＞  

 

※ ５  農 地 等 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 、 単 独 で 生 産 緑 地 地 区 を 定 め よ う と す る 場

合 は 、そ の 部 分 の 面 積 が 300 ㎡ 以 上 で あ る こ と を 要 す る 。 ＜ 基 準 第 ４ 条 第 ２

項 ＞  

 

※ ６  農 地 等 に つ い て 、 既 に 都 市 計 画 に 定 め て い る 生 産 緑 地 地 区 と 一 体 化 ま た は

整 形 化 を 図 る こ と に よ り 一 団 の 区 域 と し て 生 産 緑 地 地 区 を 定 め よ う と す る 場

合 は 、こ れ ら を 併 せ て 300 ㎡ 以 上 で あ る こ と を 要 す る 。 ＜ 基 準 第 ４ 条 第 ３ 項 ＞ 

 

 

５  指 定 する農 地 等 ＜ 基 準 第 ６ 条 ＞  

  指 定 条 件 に該 当 し、かつ、次 の(1)～ (5)のいずれかに該 当 する農 地 等 で、一 団 の

ものの区 域 について、都 市 計 画 に生 産 緑 地 地 区 を定 めることができます。 

 

(1 )  まちづくりを進 めるうえで、緑 地 としての機 能 の補 完 と多 目 的 保 留 地 の確 保 の観

点 から必 要 であると市 長 が認 めるもの 

 

(2)  既 に都 市 計 画 に定 めている 生 産 緑 地 地 区 と一 体 化 または整 形 化 を図 ることが

できると市 長 が認 めるもの 

 

(3)  災 害 対 策 の観 点 から防 災 の効 果 が期 待 できると市 長 が認 めるもの 

 

(4)  良 好 な風 致 の保 全 が期 待 できると市 長 が認 めるもの 

 

(5)  市 民 農 園 として利 用 しているものまたは利 用 できると市 長 が認 めるもの  
 

※  市 長 が 生 産 緑 地 地 区 に 指 定 し た 市 民 農 園 の 所 有 者 は 、そ の 指 定 後 に 法 第 10

条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 買 取 り の 申 出 を 行 う 場 合 は 、そ の 市 民 農 園 に お い て 主

と し て 農 業 に 従 事 し て い た 者 が 、主 た る 従 事 者 に 該 当 す る 旨 の 農 業 委 員 会 に

よ る 証 明 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  ＜ 細 則 第 ３ 条 ＞  
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６  指 定 しない農 地 等  ＜ 基 準 第 ７ 条 ＞  

  「 ５  指 定 する農 地 等 」 に関 わらず、都 市 計 画 上 の観 点 から、次 の(1)～ (4)のいず

れかに該 当 する農 地 等 で、一 団 のものの区 域 については、原 則 として生 産 緑 地 地 区

に定 めないものとします。 

 

(1 )  商 業 地 域 、高 度 利 用 地 区 、特 定 街 区 その他 土 地 の高 度 利 用 を図 る方 策 を講

じるために都 市 計 画 に定 められている地 域 地 区 （ 都 計 法 第 ４ 条 第 ３ 項 に規 定 する

地 域 地 区 をいう。） 内 にあるもの 

 

(2)  既 に都 計 法 第 59 条 の認 可 または承 認 を受 けている都 市 計 画 施 設 の区 域 と重

複 するもの 

 

(3)  計 画 的 な市 街 地 の形 成 を図 るうえで支 障 があると認 めるもの 

 

  ※  ・  市 街 地 開 発 事 業 （ 都 計 法 第 ４ 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 市 街 地 開 発 事 業 を い

う 。） の い ず れ か が 施 行 さ れ た 地 区 に お い て 定 め ら れ た 生 産 緑 地 地 区 に

つ い て 、 そ の 面 積 が そ の 地 区 の 面 積 の お お む ね 3 0％ を 超 え る 区 域 内 に

存 す る 農 地 等  

 ・ 市 街 地 開 発 事 業 の い ず れ か が 施 行 さ れ て い る 地 区 内 の 農 地 等 。た だ し 、

そ の 市 街 地 開 発 事 業 の 計 画 段 階 に お い て 、集 合 的 な 農 地 等 と し て 計 画 的

に 配 置 さ れ る こ と が 確 実 で あ る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

・  上 記 に 掲 げ る も の の ほ か 、 市 長 が 計 画 的 市 街 地 の 形 成 を 図 る う え で 支

障 が あ る と 認 め る も の  ＜ 細 則 第 ４ 条 ＞  
 

(4)  農 地 法 第 ４ 条 第 １ 項 第 ７ 号 と第 ５ 条 第 １ 項 第 ６ 号 に掲 げる 場 合 による 転 用 の

届 出 が行 わ れたもの。 ただ し、現 に農 業 の用 に供 されている農 地 であって、相 当 の

期 間 にわたって農 業 経 営 等 の 継 続 が 期 待 できる と農 業 委 員 会 が認 める ものを除

く。 
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７  手 続 き 

 ( 1)  指 定 の手 続 き ＜ 基 準 第 ８ 条 ＞  

   指 定 条 件 に該 当 する一 団 の農 地 等 の区 域 内 にある 農 地 等 の所 有 者 で、 生 産

緑 地 地 区 の指 定 を希 望 するものは、市 長 が必 要 と認 める 書 類 等 を市 長 に提 出 し

なければなりません。 

 

 ( 2 )  再 指 定 の手 続 き ＜ 基 準 第 ９ 条 ＞  

   再 指 定 を希 望 する者 は、市 長 が必 要 と認 める 書 類 等 を市 長 に提 出 しなければ

なりません。この場 合 において、その書 類 等 の提 出 は、再 指 定 を希 望 する農 地 等 の

所 有 者 （ 所 有 者 が複 数 あるときは、合 意 のうえ決 定 したその代 表 者 ） につき１ 回 ま

でとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ( 3 )  都 市 計 画 の決 定 の時 期  ＜ 基 準 第 10 条 ＞  

  ①  市 長 は 、生 産 緑 地 地 区 に 関 する 都 市 計 画 決 定 に つい て、原 則 として 、毎 年

年 初 に行 うものとします。 

② 生 産 緑 地 地 区 の 指 定 又 は再 指 定 を希 望 する者 は、①の都 市 計 画 の決 定 の

日 の属 する年 の前 年 において市 長 が指 定 する期 日 までに、(1)または(2)の書 類

等 （ 具 体 的 には「 ８  必 要 書 類 一 覧 」 ） を提 出 するものとします。  

 

  

再 指 定 に つ い て …  

法 第 14 条 の 規 定 に よ り 行 為 制 限 が 解 除 さ れ た 農 地 等 で 、後 継

者 の 確 保 そ の 他 の 理 由 に よ り 営 農 を 継 続 で き る 目 途 が 立 っ た も

の を 含 む 一 団 の 農 地 等 の 区 域 に つ い て は 、 再 び 都 市 計 画 に 生 産

緑 地 地 区 を 定 め る こ と が で き ま す 。  

※  再 指 定 を す る こ と が で き る 農 地 等 は 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る

も の に 限 る 。  

ア  そ の 農 地 等 に 係 る 農 業 等 の 主 た る 従 事 者 の 死 亡 に 伴 い 、 買 取

り の 申 出 が あ っ た 農 地 等  

イ  当 該 農 地 等 に 係 る 農 業 等 の 主 た る 従 事 者 が 農 業 等 に 従 事 す る

こ と を 不 可 能 に さ せ る 故 障 と し て 生 産 緑 地 法 施 行 規 則 第 ５ 条 各

号 に 掲 げ る も の を 有 す る に 至 っ た こ と に よ り 、 買 取 り の 申 出 が

あ っ た 農 地 等  



7 
 

８  必 要 書 類 一 覧  ＜ 細 則 第 ５ 条 及 び 第 ６ 条 ＞  

指 定  再 指 定  

(1 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 指 定

申 請 書  

(1 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 再 指

定 申 請 書  

(2 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 指 定

同 意 書  

(2 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 再 指

定 同 意 書  

(3 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 農 地

等 明 細 書  

(3 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 農 地

等 明 細 書  

(4 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 営 農

概 要 書  

― 

(5 )  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 営 農

証 明 申 請 書 ・ 証 明 書  

― 

(6 )  ア 案 内 図  (4 )  ア 案 内 図  

 イ  公 図 の写 し   イ 公 図 の写 し  

ウ  実 測 図  ウ  実 測 図  

エ 土 地 登 記 簿 謄 本  エ 土 地 登 記 簿 謄 本  

オ 印 鑑 証 明 書  オ 印 鑑 証 明 書  

(7 )  ( 1 ) ～ (6 ) の ほ か 、 市 長 が 必 要 と 認 め る

書 類  

(5 )  ( 1 ) ～ (4 ) の ほ か 、 市 長 が 必 要 と 認 め る

書 類  

 ア 武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地

区 誓 約 書  

 ア  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地

区 誓 約 書  

イ  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地

区 一 団 指 定 同 意 書  

イ  武 蔵 野 都 市 計 画 生 産 緑 地 地

区 一 団 指 定 同 意 書  

ウ その他 特 に必 要 と認 めるも の ウ  その他 特 に必 要 と認 めるも の 

 

 

９  問 合 せ先  

 ○ 都 市 計 画 生 産 緑 地 地 区 に関 すること、法 第 ８ 条 第 ４ 項 に関 すること 

    都 市 整 備 部  まちづくり推 進 課  （ 市 役 所 東 棟 ４ 階 ）  

     電 話 番 号  0422-60-1872  

 

 ○ 農 地 に関 すること、指 定 の申 請 、買 取 りの申 出 に関 すること 

    市 民 部  産 業 振 興 課  農 政 係  （ 市 役 所 西 棟 ７ 階 ）  

     電 話 番 号  0422-60-1833 
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